
中3国語｜古文単語
名前

A 朝の鳥と友の便り
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安20分

時間・変化・感じ方を表す語を、場面に合わせて読む。

字数は句読点・かぎかっこ・小さい仮名も各一字と数えます。解答に書く①・②なども各一字です。本文に印刷さ
れた段落番号や、解答欄の外の番号は数えません。

本文 教材用作例

① つとめて、庭に出づ。空、やうやう明るくなる。木の枝に小さき鳥ゐたり。その声、
いとをかし。

② 夕暮れ、旅に出でし友の文を読む。ともに遊びし日々を思ひ出でて、あはれに思ふ。

注 出づ＝出る。ゐたり＝とまっている。出でし＝出た。文（ふみ）＝手紙。遊びし＝遊んだ。

問1 ①の「つとめて」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 努力して イ 早朝
ウ 夕方 エ 急いで

問2 ①の「やうやう」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 突然 イ 何度も
ウ ようやく一度だけ エ だんだん

問3 ①の「いとをかし」を現代語に直しなさい。

すたぺんドリル 問題 1



中3国語｜古文単語
名前

A 朝の鳥と友の便り
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安20分

本文・注は、このセットの最初のページを見ましょう。

問4 ①で「をかし」と感じている対象は何ですか。現代語で書きなさい。

問5 ②の「あはれに思ふ」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさ
い。

ア しみじみと心に感じる イ 友をばかにする
ウ 声を出して笑う エ 何も感じない

問6 ②で、昔の友とのつながりを思い出したことを示す部分を、「ともに」から「て」まで
抜き出しなさい。（14字。句読点も一字と数える。）

14

問7 ①の読み方として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 「つとめて」は勤務先へ行くことを表す。 イ 「やうやう」は大声で呼ぶ様子を表す。
ウ 「をかし」は鳥の声の味わいを表す。 エ 「いと」は鳥が持つ糸を指す。

問8 ①と②では、何にどのように心を動かされていますか。両方の場面に触れて説明しなさ
い。（30字以上55字以内）

18

36

54

55
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中3国語｜古文単語
名前

B 大雨と久しぶりの友
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安25分

一つの語が複数の場面でどう働くかを確かめる。

本文 教材用作例

① 長き雨に、川の水、いみじく増す。橋も流れ、人々おほいに嘆く。

② この里は都より遠く、訪ふ人少なし。年ごろ会はぬ友、門をたたく。あるじ、友の顔
を見て、いみじく喜ぶ。「かく遠き所まで来る人は、ありがたし」と言ふ。

注 おほいに＝たいへん。訪ふ（とふ）＝訪ねる。会はぬ＝会わない。あるじ＝家の主人。かく＝このように。

問1 ①の「いみじく増す」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさ
い。

ア 少しだけ増す イ ひどく増す
ウ 規則正しく減る エ 静かに止まる

問2 ②の「いみじく喜ぶ」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさ
い。

ア 仕方なく喜ぶ イ めったに喜ばない
ウ たいへん喜ぶ エ 悲しいふりをする

問3 ①と②の「いみじく」に共通する働きとして、最も適切なものを一つ選び、記号を○で
囲みなさい。

ア 程度が並外れていることを示す。 イ 必ず悪い出来事だけを表す。
ウ 遠くまで移動することを表す。 エ 相手への感謝だけを表す。

問4 ②の「ありがたし」がここで表す中心的な意味として、最も適切なものを一つ選び、記
号を○で囲みなさい。

ア 値段が高い イ 持つと重い
ウ 誰もがいつもする エ めったにない
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中3国語｜古文単語
名前

B 大雨と久しぶりの友
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安25分

本文・注は、このセットの最初のページを見ましょう。

問5 ②の「年ごろ」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア ふさわしい年齢 イ 長年
ウ 今年の春 エ 一年に一度

問6 ②で「いみじく喜ぶ」のは誰ですか。本文の言葉で書きなさい。

問7 ②の「かく遠き所まで来る人は、ありがたし」を、語の意味が伝わる現代語に直しなさ
い。（40字以内）

18

36

40

問8 「いみじくは、いつも『ひどく悪く』の意味だ」という説明が不適切な理由を、②に触
れて説明しなさい。（30字以上55字以内）

18

36

54

55
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中3国語｜古文単語
名前

C 夜の音と道の童
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安25分

同じ語の意味を根拠で選び、現代語との違いを読む。

本文 教材用作例

① 夜、戸の外に音すれど、人の姿は見えず。旅人、あやしく思ひて、しばし立ち止まる。

② あやしき衣を着たる童、道の端にゐたり。衣は破れ、つぎ多し。旅人、その童をいと
ほしく思ふ。

③ 朝、鳥の声におどろきて、寝床より起く。

注 音すれど＝音がするが。童（わらは）＝子供。道の端（はし）＝道のそば。ゐたり＝座っている。つぎ＝布を
つぎ合わせた所。起く＝起きる。

問1 ①の「あやしく」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 身分が高く イ 上手に
ウ 不思議に エ 早く

問2 ①で旅人が「あやしく」思った理由を、現代語で説明しなさい。（20字以上35字以内）

18

35

問3 ②の「あやしき衣」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 粗末な衣服 イ 美しい衣服
ウ 不思議な力のある衣服 エ 珍しい香りの衣服
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中3国語｜古文単語
名前

C 夜の音と道の童
練習 ｜ 全8問 ｜ 目安25分

本文・注は、このセットの最初のページを見ましょう。

問4 ②から、衣が粗末であることを具体的に示す一文を、句点を除いて抜き出しなさい。（9
字。句読点も一字と数える。）

9

問5 ②の「いとほしく」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 腹立たしく イ なつかしく
ウ 笑いたくなるほど エ かわいそうに

問6 ③の「おどろきて」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 驚かせて イ 目を覚まして
ウ 踊って エ 声をかけて

問7 ②で童を「いとほしく思ふ」のは誰ですか。本文から抜き出しなさい。

問8 ①の「あやしく」と②の「あやしき」は、それぞれ何をどう捉えていますか。両方を説
明しなさい。（40字以上65字以内）

18

36

54

65
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中3国語｜古文単語
名前

D 旅先の一日
確認テスト ｜ 全8問 ｜ 目安30分 ｜ 100点

学習ポイントを閉じて、意味・人物・根拠を確かめる。

本文 教材用作例

① 旅人、友の家に泊まる。つとめて、鳥の声におどろく。戸を開けば、庭の花、やうや
う咲きそろふ。いとをかしと思ふ。

② 友、小さき犬を抱きて来たり。犬のうつくしきさまに、旅人、ほほゑむ。

③ 夕暮れ、旅人、古き文を取り出づ。亡き父の書きしものなり。父を思ひ出でて、あは
れに思ふ。

④ 友、旅人に珍しき石を見す。「かかる石は、里には、ほかに一つもなし。ありがたき
物なり」と言ふ。

注 来たり＝やって来た。開けば＝開けると。さま＝様子。文（ふみ）＝手紙。取り出づ＝取り出す。書きし＝書
いた。見す＝見せる。かかる＝このような。里＝村。

問1 〔10点〕 ①の「つとめて、鳥の声におどろく」の意味として、最も適切なものを一つ選
び、記号を○で囲みなさい。

ア 努力して鳥の声をまねする。 イ 夕方、鳥の声に驚いて逃げる。
ウ 早朝、鳥の声で目を覚ます。 エ 急いで鳥を驚かせる。

すたぺんドリル 問題 7



中3国語｜古文単語
名前

D 旅先の一日
確認テスト ｜ 全8問 ｜ 目安30分 ｜ 100点

本文・注は、このセットの最初のページを見ましょう。

問2 〔10点〕 ①の「やうやう」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲み
なさい。

ア だんだん イ 一度に突然
ウ 必ず エ もう一度

問3 〔10点〕 ①の「いとをかし」を、程度を表す語も含めて現代語に直しなさい。

問4 〔10点〕 ②の「うつくしき」の意味として、最も適切なものを一つ選び、記号を○で囲
みなさい。

ア 背が高い イ 色が白い
ウ 恐ろしい エ かわいらしい

問5 〔10点〕 ③で「あはれに思ふ」のは誰ですか。本文から抜き出しなさい。
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中3国語｜古文単語
名前

D 旅先の一日
確認テスト ｜ 全8問 ｜ 目安30分 ｜ 100点

本文・注は、このセットの最初のページを見ましょう。

問6 〔15点〕 ③で「あはれに思ふ」のはなぜですか。手紙がどのようなものかに触れて説明
しなさい。（25字以上45字以内）

18

36

45

問7 〔15点〕 ④の「ありがたき」の意味を、そう判断できる本文の内容と合わせて説明しな
さい。（25字以上45字以内）

18

36

45

問8 〔20点〕 ①の「をかし」と③の「あはれ」は、それぞれ何にどのような気持ちを向けた
表現ですか。両方に触れて説明しなさい。（40字以上65字以内）

18

36

54

65

得点 ／100点 解き直した日 月 日
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